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都立病院への都民の期待を裏切る予算・人員案！ 
 1月25日（金）来年度の都の予算・人員案が発表されました。病院関係では、都立墨東病院で調

理師の定数が3減らされました。病院食の調理は高度な専門性を有する業務です、飲み込む力が落

ちている患者さんが安心して食べられる食事、このよう高度な技術が退職不補充により継続が危ぶ

まれています。これは都民にとっても大きな損失です。薬剤師の定数が増えましたが駒込、大塚の

各1だけです。オプジーボのような新しい抗がん剤は副作用の厳密な管理が求められ薬剤師の関与

が不可欠です。安全な薬物療法を行うためにはわずか2人の定数増では全く足りません。一方わず

かなコメディカルの定数増の数合わせのために看護師の定数が削減されました。高齢化と入院期間

の短縮で看護度は上がり続け夜勤負担も増大しています。 

 このように現場の窮状に応えることのない定数

発表が続くと、「定数管理から自由な地方独立行

政法人」という言葉が魅力的に感じられるかもし

れません。では、都から独立した東京都保健医療

公社の病院は、公社独自の判断で人員を増やすこ

とができているでしょうか。そんなことはありま

せん。「都から補助金を受けている」ことを理由

に独自の判断で人員を確保したりはできていない

のが実情です。むしろ都では当たり前の4月昇給

が6月に延ばされていたり、人件費削減に汲々

（きゅうきゅう）としている。これが公社病院の

実態です。都立病院を充実させてほしい。これが

多くの都民の願いです。都民が求める都立病院充

実の声に都は答えるべきです。 

1月は年休取得しましたか？ 

トライ‼20 クリア15‼  

在職中の不払い残業代を請求しませんか  

          奪われた時間と 

            尊厳を取り戻そう！ 

 墨東では調理師の定数を3削減！ 

 


